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2025年目標 ＴＡＣ建築士講座 

級  一級建築士 学科 

科 目  構造 

教 材  構造テキスト 

 
日付 頁 内 容 

11/11 

P72 

37行目 

 

P73 

22行目･23行目 

 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 

 

第3章　部材の性質と応力度
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　円形断面、正方形（ひし形）断面の図心軸に関する断面二次モーメントは次
のようになる。

3断面係数（Ｚ）
　断面係数は、断面の曲げ強さを表す係数で、値が大きいほど大きな曲げモー
メントに抵抗できる。
　図心を通るＸ軸に関する断面二次モーメントをＩxとし、Ｘ軸から断面の最
外端までの距離を yとすると、断面係数Ｚxは、下式により求められる。

Ｘ軸に関する断面係数Ｚx= Ｉx
y

　長方形断面の場合の断面係数Ｚxは、上式にＩx＝ b×h3
12 、y＝ h

２を代入し

て下式により求められる。

長方形断面の断面係数Ｚx= b×h3
６

＝
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【例題】
図のような断面のＸ軸に関する断面係数を求め
る。
まずＸ軸に関する断面二次モーメントＩxを求

め、次にＺx＝Ｉx
y の公式において、y＝３aと

して断面係数Ｚxを計算する。

Ｉx＝５a×（６a）3
12 －２×２a×（４a）3

12

＝ 1,080a
4

12 － 256a
4

12 －
824a4
12 ＝ 206a

4

３

∴Ｚx＝Ｉx
３a＝

206a4
９

4断面二次半径（�i�）
　断面二次半径は、細長い圧縮部材の許容圧縮応力度を求めるために使用し、
断面二次半径が大きいほど太く座屈しにくいため、許容圧縮応力度は大きくな
る。
　断面二次半径は、断面積Ａと図心軸についての断面二次モーメントＩによ
り、次のように求める。

Ｘ軸に関する断面二次半径　ix＝ Ix
A （㎜）

Ｙ軸に関する断面二次半径　iy＝ Iy
A （㎜）

長方形断面以外の断面二次モーメントは、分割した断面二次モーメン
トの足し引きで求めることができるが、断面係数は足し引きできない
ので注意すること。

Ｘ Ｘ

a2a 2a

2a

2a

a

a

＝

2a 2a5a

6a － 4a

２

３

＝


